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実験 2 :シロナソグラフ・アナライジング・システムにて岨鴫運動を記録し， 68項目の分析を行った。これらの項目
に対し主成分分析を実施して10主成分を選択し各被験者の成分得点を算出した。実験 1 より得られた矢状面的轡曲
度を目的変量に， 10主成分の成分得点を説明変量として重回帰分析を行い，矢状面的岐合轡曲と岨鴫運動の関連性を
検討した。また，実験 l において健常者群と顎口腔機能異常患者群間に球面の中心点座標値の差がみられた岐頭の組
合わせに対し座標値の差を算出した。これを目的変量に， 10主成分の成分得点を説明変量として重回帰分析を行い，
側方的吹合響曲との関連を検討した。その結果，
1.復位性および非復位性関節円板前方偏位患者群は，健常者群に比べ矢状面的岐合響曲が大きかった口
2. 復位性間接円板前方偏位群患者群は，健常者群より下顎の側方的校合轡曲が大きかった。非復位性関節円板前方
偏位患者群は，健常者群より下顎の側方的校合響曲が大きく，かつ上顎の歯列後方での側方的校合脅曲が小さかっ
た。筋膜疹痛機能異常症候群患者群は健常者群に比べ上顎舌側岐頭と下顎頬側及び舌側吹頭の形成する側方的校合
轡曲を小さかった。
3. 矢状面的校合響曲は，岨鴫運動のリズム，経路，岐合位，最大開閉口速度のばらつきと正の関連を，岐合位付近
での関口経路の側方的形態，および最大開閉口速度の側方成分と負の関連を認めた。また，矢状面的R交合建曲と岨
唱運動は約11%の関連性を有していた。
4. 下顎の側方的校合響曲は，校合位付近での閉口経路の前後および側方的形態と負の関連を，上下顎舌側吹頭の形
成する側方的校合管曲は同項目と正の関連を認めた。両者は阻唱運動と 9 "-'10%の関連性を有していた。
以上より，岐合轡曲と顎口腔機能との聞には密接な関連がみられ，顎口腔機能における岐合轡曲の重要性が示され
た。本研究の結果から，顎口腔機能の診査，診断に際し校合轡曲の評価を行う必要があると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本研究は，岐合脅曲の形態的，機能的な重要性を明らかにする目的で， ~交合轡曲の矢状面的および側方的形態に関
し健常者と顎口腔機能異常患者を対象に分析し吹合轡曲の形態的特徴と昭輔運動との関連性について検討したも
のである。
その結果，校合轡曲の強さは顎口腔機能異常との関連性を認め，矢状面的および側方的吹合轡曲の強さが，阻鴫運
動のリズムや安定性および開閉口経路の形態に反映されることが明らかにされた。
この業績は，顎口腔系における岐合轡曲の形態的，機能的重要性を示し顎口腔機能の診査，診断あるいは校合轡
曲の設定に関して，極めて重要な指針を与えたものであり，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
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